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	【別紙】
	１　当事者の概要
	⑴　申立人Ｘ１（以下「組合」という。）は、個人加盟のいわゆる地域合同労働組合であり、本件申立時の組合員数は、94名である。
	⑵　被申立人Ｙ２は、Ｙ１の全株式を所有する完全親会社で、事業持株会社であり、本件申立時の従業員数は99名である。
	⑶　被申立人Ｙ１は、大学や地方公共団体が設置する図書館や資料室等の運営を受託する事業を行う株式会社である。平成31年３月末時点での従業員数は、正社員が９名、有期労働契約従業員が492名である。
	２　事件の概要
	⑴　Ｘ２は、平成20年４月１日からＹ１に有期雇用され、24年１月に組合に加入した。
	⑵　24年２月の組合とＹ１との第１回団体交渉から第３回団体交渉までは、Ｙ２の者のみが交渉員として出席し、交渉の権限及び責任を持つ旨を述べた。その後、25年２月、Ｙ１の代表取締役にＹ３社長が就任し、同年６月の第４回団体交渉からＹ３社長が出席するようになった。他方、Ｙ２は、28年７月、組合に対し、同社には使用者責任がない旨を通知したものの、29年２月の第10回団体交渉まではＹ２の者も出席していた。
	⑶　組合は、25年４月以降、Ｙ１に対し、労働契約法（以下「労契法」という。）の改正に関連して、Ｘ２について、無期労働契約への転換（以下「無期転換」という。）を求め、団体交渉で議題に挙げていた。他方、Ｙ１は、無期転換やそれに伴う労働条件を定めるため、30年２月１日に同社の臨時従業員就業規則を変更したが、そのことを同月15日の第12回団体交渉まで組合に伝えなかった。また、第12回団体交渉で、Ｙ１は、上記就業規則変更等について組合と事前協議をする意向がない旨を述べた。
	⑷　組合は、Ｙ２に対し、28年７月14日付け、29年８月４日付け及び30年11月22日付けで団体交渉を申し入れたが、同社は、使用者に該当しないとして、いずれの申入れにも応じなかった。
	⑸　組合とＹ１とは、30年９月21日に第13回、12月７日に第14回団体交渉を行ったが、同社は、２月の臨時従業員就業規則の変更について、改めて組合と協議する意向はない旨、同就業規則やＸ２の労働条件について今後も組合と事前協議をする意向はない旨を述べた。
	⑹　本件は、①Ｙ２は、本件において、労働組合法（以下「労組法」という。）上の使用者に該当するか否か（争点１）、②Ｙ２が、組合が28年７月14日付け、29年８月４日付け及び30年11月22日付けで申し入れた団体交渉について、いずれも応じなかったことは、正当な理由のない団体交渉拒否に該当するか否か（争点２）、③30年９月21日及び12月７日に開催された第13回及び第14回団体交渉におけるＹ１の対応は、不誠実な団体交渉に当たるか否か（争点３）が争われた事案である。
	３　主文の要旨
	⑴　Ｙ１は、組合が、臨時従業員就業規則の変更と無期労働契約転換に伴う転勤及び組合員Ｘ２の人事考課と賃金引上げに係る議題について団体交渉を申し入れたときは、必要な資料を提示するなどして、誠実に応ずること。
	⑵　Ｙ１による文書の交付
	⑶　Ｙ１による履行報告
	⑷　Ｙ２に対する平成28年７月14日付及び29年８月４日付団体交渉申入れに係る申立ての却下
	⑸　その余の申立ての棄却
	４　判断の要旨
	⑴　申立期間について
	⑵　Ｙ２は、本件において、労組法上の使用者に該当するか否か（争点１）、及びＹ２が、組合が30年11月22日付けで申し入れた団体交渉に応じなかったことが正当な理由のない団体交渉拒否に該当するか否か（争点２）について
	⑶　第13回及び第14回団体交渉におけるＹ１の対応は、不誠実な団体交渉に当たるか否か（争点３）について
	５　命令書交付の経過

